
　

2020/12/31 2021/4/30 2021/5/7
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 27,444.17 28,812.63 29,357.82 30,714.52 2021/2/16 16,358.19 2020/3/19
NYダウ ﾄﾞﾙ 30,606.48 33,874.85 34,777.76 34,811.39 2021/5/7 18,213.65 2020/3/23
円/ﾄﾞﾙ 円 103.25 109.31 108.60 114.55 2018/10/4 101.19 2020/3/9

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成 　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週の日本株市場は、新型コロナウイルスを巡る状況や国内企業の決算を確認しつつ、一進一退の展開が続くとみています。

新型コロナウイルスを巡り、緊急事態宣言の延長と対象地域の拡大による景気への悪影響は懸念されるものの、期間延長は概ね市

場に織り込まれており、株価を一段と押し下げる効果は限定的とみています。むしろ今後は、行動制限措置が維持される中で、新

規感染者数の減少やワクチンの普及の進展など、将来的な経済活動の正常化に向けた動きに市場の関心が移るとみています。また、

今週ピークを迎える国内企業の1-3月期決算における足元までの状況は、21年度期初会社計画が事前予想を下回る企業が多く、今

後も新型コロナウイルスを巡る不透明感や半導体不足などを背景に慎重な期初会社計画が優勢になると想定しており、当面は株価

の重しに働くとみていますが、世界的に経済活動改善方向にある中で一段の業績下方修正懸念は乏しく、決算発表後は業績面での

悪材料は出尽くしとなると考えます。その他の注目材料として、日本では13日の景気ウォッチャー調査、米国では12日のCPI、

14日の鉱工業生産、小売売上高、欧州では12日のユーロ圏鉱工業生産、ドイツでは11日のZEW期待指数、中国では11日のCPI

などが挙げられます。

～ 新型コロナウイルスを巡る状況や国内企業決算を確認しつつ、一進一退の展開 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するもので

はありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過

去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定は

お客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

20/5 20/8 20/11 21/2 21/5

円

20,000

24,000

28,000

32,000

36,000

20/5 20/8 20/11 21/2 21/5

ﾄﾞﾙ

101

104

107

110

113

20/5 20/8 20/11 21/2 21/5

円

＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

１．日米株式と円／ドルの推移

（注）チャートは過去1年
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週刊日本株レポート （5/10～5/14）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

URL：http://www.alamco.co.jp

先週・先々週（4/26-5/7）の日本株市場は、日経平均が＋337.19円（＋1.16％）、TOPIXが＋18.07ポイント（＋0.94％）

となり、世界的な経済活動の再開と景気回復への期待から、上昇しました。業種別（東証33業種）でみると、鉄鋼、海運業、鉱業

などの27業種が上昇した一方、医薬品、その他製品、電気機器などの6業種が下落しました。

先々週は、変異ウイルスを含む新型コロナウイルスの感染拡大への懸念や、今後発表される国内主要企業の1-3月期決算に対する

警戒感などが上値を抑えてやや軟調に推移した後、週末30日は、大型連休前の持ち高調整や決算発表を受けた利益確定の動きなど

から下落しました。連休明けとなる先週6日は、世界的な経済活動の再開と景気回復への期待が広がる中、好調な経済指標や決算

発表を背景に、連休中にNYダウが最高値を更新したことなどを好感し、大幅に上昇しました。翌7日も、雇用の改善を示す経済指

標の発表などを追い風に前日の米国株市場が上昇し、NYダウが連日の最高値更新となったことなどから、上昇して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 世界的な経済活動の再開と景気回復への期待から、上昇 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 新型コロナウイルスを巡る状況や国内企業決算を確認しつつ、一進一退の展開～

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回
中国 CPI（消費者物価指数）（前年比） 4月 +0.4%
ドイツ ZEW期待指数 5月 70.7

景気一致指数 3月 89.9
景気先行CI指数 3月 98.7

欧州 ユーロ圏鉱工業生産（前月比） 3月 ▲1.0%
米国 CPI（除食品・エネルギー/前年比） 4月 +1.6%

景気ウォッチャー調査現状 4月 49.0
景気ウォッチャー調査先行き 4月 49.8

米国 PPＩ(生産者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 4月 +3.1%
鉱工業生産（前月比） 4月 +1.4%
小売売上高（除自動車）（前月比） 4月 +8.4%
ミシガン大学消費者信頼感指数 5月 88.3

国内 決算発表　：

海外 決算発表　：

5月13日 Thu

5月11日 Tue

日本

日本

5月12日 Wed

決算発表予定　他

5/10 ﾋﾞｵﾝﾃｯｸ 5/12 ｱﾘｱﾝﾂ、ﾊﾞｲｴﾙ、ｺﾒﾙﾂ銀行、ﾒﾙｸ 5/13 ｺｲﾝﾍﾞｰｽ、ﾄﾞｱﾀﾞｯｼｭ、ｱﾘﾊﾞﾊﾞ、ｴｱﾋﾞｰ･ｱﾝﾄﾞﾋﾞｰ、ｳｫﾙﾄ・ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ

5/10 ｶﾌﾟｺﾝ、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 、ﾔﾏﾊ、ﾗｲｵﾝ、ﾛｰﾑ、三菱重、伊藤忠、住友⾦属鉱⼭、千葉銀⾏、味の素、塩野義薬 、⽇本郵船、清⽔建設 5/11 りそなHD、NTTﾃﾞｰﾀ、ｶｶｸｺﾑ、ｼｬｰﾌﾟ、ｿﾌﾄ
ﾊﾞﾝｸ 、ﾀﾞｲｷﾝ工業、ﾀﾞｲﾌｸ、ﾊﾟﾝﾊﾟｼＩ 、ﾕｰ･ｴｽ･ｴｽ、三菱ｶﾞｽ化学、出光興産、参天薬、⼩野薬、島津製作所、⽇本精⼯、⽇本酸素HD、⽇清⾷品HD、東ｿｰ、武⽥薬、⽇産⾃、ｽﾊﾞﾙ、
SUMCO、ﾊﾞﾝﾅﾑHD 5/12 ｴｰｻﾞｲ、ｷﾘﾝHD、ｻﾝﾄﾘ食、ｼｽﾒｸｽ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸG、ﾃﾙﾓ、ﾄﾖﾀ、ﾎｼｻﾞｷ、ﾘﾝﾅｲ、三菱ｹﾐHD、凸版印刷、大日本住友、大林組、富士ﾌHD、NTT、NEC、明治HD、
浜松ﾎﾄ、資生堂、関西ﾍﾟｲﾝﾄ、ENEOS、TIS 5/13 いすゞ自、ｱｺﾑ、ｵﾘｯｸｽ、ｺﾅﾐHD、ｽｽﾞｷ、ｾｺﾑ、ﾄﾚﾝﾄﾞ、三井住友HD、三井化学、三菱地所、住友不動産、住友化、住友電気、博報
堂DY、大塚HD、大日本印刷、太陽誘電、ﾏｸﾄﾞHD、旭化成、東ﾚ、東京ｾﾝﾁｭﾘｰ、東急、楽天G、王子HD、INPEX、ｽｸｴﾆHD 5/14 かんぽ⽣命、みずほHD、ゆうちょ銀、ｱｽﾞﾋﾞﾙ、ｵｰﾌﾟﾝ
ﾊｳｽ、ｸﾎﾞﾀ、ﾔｸﾙﾄ、ﾔﾏﾊ発動機、ﾕﾆﾁｬｰﾑ、三井不、三井住友Ｆ、三浦⼯業、光通信、⼤和ﾊｳｽ、⼤成建設、⼤正薬HD、日本ペイントHD、⽇本郵政、⽇産化、朝⽇インテ、ホンダ、
東芝、第⼀⽣命HD、近鉄GHD、阪急阪神HD、電通G、飯⽥GHD、⿅島、KDDI、SMC、T&DHD、ｱｻﾋGHD、ﾊﾓﾆｯｸ

5月14日 Fri 米国
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